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講演題目 

地域住民と地域の看護者との交流を生かした看護者基礎教育の推進 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【目的】本研究は看護職（保健師・助産師・看護師）養成教育に地域住民との交流を活かす方策を探

ることが目的である。 

【成果】 

１．本年度も新型コロナウイルス感染症対策を行い、授業・演習・実習において地域との交流プログ

ラムを実施した。看護学部４年生を対象とした卒業時到達度に関する質問紙調査から、本プログ

ラムを通じ、多くの学生が卒業時にディプロマポリシーに示す能力・資質を修得していることが

示された。 

２．本年度も看護学部・研究科特設サイトを活用した広報活動を継続して行った。 

３．地域の看護職者（卒業生）の交流の一環として、助産師のオンライン同窓会を 8月に実施した。 

【今後の展望】 

平成 26～30 年度に実施された COC 事業によって、地域住民との交流から学生が学ぶプロジェクト

の充実が図られてきた。さらに、令和 2年度看護実践教育研究センターが、看護に係る実践と教育と

研究について地域への発信拠点として開設され、令和 3年度より看護師特定行為研修が開始となった。 

本センターを拠点とした活動として、令和５年度より大学教員の研究能力の開発を支援する研究倫理

審査に関する相談窓口を試行し、令和６年度に向けて相談窓口設置の検討を行う。   

今後も、授業・演習・実習において、地域住民や看護職者との交流を活かした問題解決学習、シミ

ュレーション学習、体験学習、チームワーク演習等のアクティブラーニングの手法を取り入れた看護

基礎教育の推進を特色として本プロジェクトを継続する。 

 


